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市
内
で
は
、
最
近
あ
ち
こ
ち

に
﹁
市
役
所
か
ら
委
託
を
受

け
て
来
た
﹂
な
ど
と
言
っ
て
、

住
宅
敷
地
内
の
排
水
設
備
の

点
検
、
清
掃
、
修
理
な
ど
を

勧
め
る
業
者
が
回
っ
て
い
て
、

法
外
な
工
事
費
な
ど
を
請
求

す
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。

市
が
理
由
も
な
く
排
水
設

備
の
清
掃
や
修
理
を
勧
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
は
、

こ
の
よ
う
な
業
者
と
は
一
切

か
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
油
を
流
さ
な
い

食
用
油
な
ど
は

下
水
道
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り
、
処

理
場
の
機
能
を
低
下
さ
せ
た
り
し

ま
す
。
特
に
、
台
所
か
ら
出
た
と

こ
ろ
に
は
、
食
用
油
な
ど
の
油
脂

類
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
分
離
ま

す
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。

③
ト
イ
レ
に
も
の
を
流
さ
な
い

ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の

を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
新
聞

紙
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
、
水
に
溶
け

な
い
も
の
を
流
す
と
詰
ま
る
原
因

に
な
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
詰
ま
る

と
、
大
が
か
り
な
修
理
が
必
要
に

な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先

下
水
道
部
☎
◯　22　
５
４
５
８

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
５
４
３
３
番

ご利用ください　排水設備工事の助成制度
○低所得者補助制度 市民税の所得割非課税世帯
に対し、補助金を交付する制度です。申請者１
人につき１件を限度とします。
補助限度額 ７万円
○融資あっせん制度 一般家庭で、排水設備工事
を実施する人で、資金が必要な場合に、工事費
に応じて金融機関を通じて融資が受けられます。
融資限度額 100万円 利　率 年２.９％
返済期間 60か月以内

※助成を受けるには、いずれも市税、下水道受益者負担金
を滞納していないことなどの条件があります。

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
健

康
で
快
適
な
も
の
に
し
た
り
、
川
や

湖
の
水
質
を
守
っ
た
り
す
る
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
、
早
い
整

備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

彦
根
市
は
、
昭
和
57
年
度
に
公
共

下
水
道
事
業
を
始
め
、
市
街
地
の
下

流
側
か
ら
上
流
側
に
向
け
て
、
順
番

に
整
備
し
て
い
ま
す
。
彦
根
市
の
公

共
下
水
道
普
及
率
は
59
・
７
％
（
平

成
15
年
度
末
現
在
）
で
、
全
国
平
均

の
65
・
２
％
（
同
14
年
度
末
現
在
）

や
、
滋
賀
県
平
均
の
75
・
６
％
（
同

15
年
度
末
現
在
）
に
比
べ
る
と
、
ま

だ
ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
清
潔
で
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
財
政
事
情
を
考

慮
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
整
備
区

域
を
広
げ
た
り
、
水
洗
化
を
促
し
た

り
し
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な
で
彦
根

を
き
れ
い
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
の
２
つ
の
種
類

県
が
つ
く
る
流
域
下
水
道

下
水
道
の
建
設
に
は
、
た
く
さ
ん

の
お
金
と
高
度
な
技
術
が
必
要
な
の

で
、
市
町
村
単
位
で
建
設
す
る
の
は

た
い
へ
ん
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
、
い
く
つ
か
の
市
町
村
を
一
つ

の
単
位
と
し
て
下
水
を
集
め
、
ま
と

め
て
効
率
よ
く
処
理
す
る
の
が
「
流

域
下
水
道
」
で
す
。
県
が
主
体
と
な

っ
て
事
業
を
行
う
も
の
で
、
滋
賀
県

で
は
県
内
を
４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
い
ま
す
。

彦
根
市
は
「
東
北
部
処
理
区
」
に

入
っ
て
い
て
、
北
は
木
之
本
町
か
ら

南
は
愛
東
町
ま
で
の
２
市
17
町
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

市
が
整
備
す
る
公
共
下
水
道

市
内
の
各
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら

下
水
を
集
め
、
流
域
下
水
道
に
接
続

す
る
ま
で
の
部
分
を
い
い
ま
す
。
市

が
整
備
や
管
理
を
し
ま
す
。

４
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
を

改
定
し
ま
し
た

下
水
道
に
は
、
下
水
管
を
掃
除
し

た
り
、
下
水
処
理
場
を
運
転
し
た
り

す
る
た
め
の
経
費
︵
維
持
管
理
費
︶

と
、
新
し
く
下
水
道
を
建
設
す
る
た

め
に
借
り
た
お
金
（
市
債
）
を
返
済

す
る
た
め
の
経
費
︵
資
本
費
︶
が
必

要
で
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
下
水
道
の
使

用
料
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
彦
根
市
で
は
下
水
道
を
使

う
人
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
資
本

費
の
一
部
を
市
の
一
般
会
計
で
負
担

し
て
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、
下
水
道
の
普
及
を

進
め
る
た
め
、
積
極
的
に
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
後
一
般
会
計
か

ら
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
、
そ
の

他
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
月
か

ら
下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
し

た
。使

用
料
は
、
下
水
道
を
円
滑
に
運

営
し
、
私
た
ち
が
快
適
に
暮
ら
す
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

①
生
ご
み
を
捨
て
な
い

野
菜
く

ず
、
割
り
ば
し
、
ビ
ニ
ー
ル
、
紙

な
ど
は
、
下
水
道
管
が
詰
ま
る
事

故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
ー
（
生
ご
み
粉
砕
機
）
の

許
可
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
ど
で

細
か
く
砕
い
て
も
だ
め
で
す
。

※
平
成
16
年
度
﹁
下
水
道
の
日
﹂
推
進
標
語

公共下水道が整備された
地域の皆さんにお願いします

◆受益者負担金
公共下水道が整備された区域の土地に対して賦課さ
れるもので、土地の所有者や権利者の皆さんに、公共
下水道建設費の一部を負担していただくものです。

◆下水道使用料
公共下水道施設の維持管理費などとして、利用者の
皆さんに排水量に応じて負担していただくものです。

◆宅地内排水設備工事
排水設備は、個人の敷地内に設置し、家庭から出る
台所、ふろ、洗濯、水洗便所などの汚水を直接公共下
水道に流すための汚水管や汚水ますなどのことです。
公共下水道が利用できる状態になると、原則として
３年以内に排水設備工事をしていただかなくてはなり
ません。
なお、排水設備工事は、基準に合った工事をするた
め、必ず彦根市指定下水道工事店で実施してください。
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７
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０
番
、

http://edu.city.hikone.shiga.jp/

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

『
夢
畑
』
出
店
者

〈
日
時
〉10
月
３
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
雨
天
の
と
き
は
中
止
）

〈
場
所
〉ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
立
体
駐

車
場
屋
上
（
大
東
町
）〈
出
店
料
〉
１

ブ
ー
ス
５
０
０
円
〈
申
込
期
限
〉

９
月
28
日
㈫
（
た
だ
し
、
52
ブ
ー
ス

で
締
め
切
り
）
〈
申
込
方
法
・
問
い

合
わ
せ
先
〉往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
で
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
、
出

店
品
目
、
人
数
、
出
店
希
望
日
（
10

月
３
日
）
搬
入
車
両
番
号
を
リ
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
〒
５
２
２-

０
０

８
８
銀
座
町
４-

19
）
☎
◯　26　
４
８
１
０
番

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）
へ

5 広報ひこね　平成16年９月15日 4広報ひこね　平成16年９月15日

募　集
ジ
ェ
ン
ダ
ー
講
座

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
生
物
学
的
な

性
別
で
は
な
く
、「
男
ら
し
さ
・
女

ら
し
さ
」
の
よ
う
に
、
社
会
的
・
文

化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
の
こ
と
で

す
。「
自
分
ら
し
く
」
と
思
い
つ
つ
、

い
つ
の
間
に
か
「
男
ら
し
さ
」「
女

ら
し
さ
」
に
と
ら
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
私
た
ち
の
意
識
を
無
意
識
の
う

ち
に
左
右
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
探
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。〈
日
時
・
内
容
〉左

表
の
と
お
り
（
全
３
回
）〈
場

所
〉
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ

ィ
ズ
（
平
田
町
・
旧
働
く
婦
人
の
家
）

〈
対
象
〉市
内
在
住
、
在
勤
の
人
〈
定

員
〉各
50
人(

先
着
順)

〈
受
講
料
〉各

回
２
０
０
円
（
資
料
代
）〈
申
込
期

間
〉９
月
15
日
㈬
〜
10
月
７
日
㈭
の

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
金
・
土
曜

日
は
午
後
９
時
ま
で
　
た
だ
し
、
火

曜
日
と
祝
日
は
除
く
）〈
そ
の
他
〉託

児
あ
り
（
０
歳
〜
就
学
前
）
※
要
予

約
〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
☎

◯　24　
３
５
２
９
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）
へ

表
彰
し
ま
す

あ
な
た
の
企
業
の
優
良
従
業
員

彦
根
市
と
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲

枝
商
工
会
で
は
、
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
従
業
員
で
、
本
市
産
業
の

発
展
に
尽
く
し
、
そ
の
功
績
が
特
に

顕
著
な
人
を
表
彰
し
ま
す
。

〈
対
象
〉事
業
所
統
計
調
査
に
用
い
る

産
業
大
分
類
の
う
ち
、
鉱
業
、
建
設

業
、
製
造
業
、
卸
・
小
売
業
、
金
融

保
険
業
、
不
動
産
業
、
運
輸
業
、
情

報
通
信
業
、
電
気
ガ
ス
熱
供
給
水
道

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
雇
用

保
険
の
被
保
険
者
　
※
た
だ
し
、
家

族
従
業
員
、
法
人
の
役
員
、
過
去
に

こ
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人

は
除
く
〈
表
彰
基
準
〉▽
勤
続
年
数

が
15
年
以
上
の
人
（
た
だ
し
、
市
外

に
あ
る
本
社
・
支
社
等
に
勤
務
し
て

い
た
場
合
は
、
５
年
以
内
を
勤
続
年

数
に
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

▽
企
業
の
振
興
に
寄
与
し
、
他
の
模

範
と
し
て
表
彰
に
値
す
る
人
〈
被

表
彰
候
補
者
の
選
出
方
法
〉事
業
所

な
ど
の
代
表
者
の
推
薦
に
よ
り
ま
す

〈
推
薦
締
切
日
〉10
月
４
日
㈪

〈
推

薦
用
紙
提
出
先
〉
商
工
課
（
市
役
所

３
階
）、
彦
根
商
工
会
議
所
（
中
央
町
）、

稲
枝
商
工
会
（
稲
部
町
）
※
推
薦
用

紙
は
、
各
提
出
先
に
あ
る
ほ
か
、
彦

根
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
〈
表
彰

式
〉11
月
19
日
㈮

〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
商
工
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内

線
３
２
８
番
、
彦
根
商
工
会
議
所
☎

◯　22　
４
５
５
１
番
、

http://w
w

w
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稲
枝
商
工
会
☎
◯　43　
２
２
０
１
番

彦
根
市
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

〈
内
容
〉歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
▼
体
力
測
定
▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
（
球
速
測
定
、
大
声
コ
ン
テ
ス

ト
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
サ
ッ
カ

ー
シ
ュ
ー
ト
、だ
る
ま
落
と
し
ほ
か
）

▼
体
験
講
座
（
ホ
ッ
ケ
ー
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ

ス
、
弓
道
、
太
極
拳
、
な
ぎ
な
た
、

少
林
寺
拳
法
、
合
気
道
、
各
種
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
体
験
講
座
　
※

サ
ッ
カ
ー
講
座
に
つ
い
て
は
定
員
が

あ
り
ま
す
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
）〈
日
時
〉10
月
11
日
（月・祝）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
〈
場
所
〉彦
根

総
合
運
動
場
陸
上
競
技
場
お
よ
び
多

目
的
広
場
、
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、

金
亀
公
園
多
目
的
広
場
お
よ
び
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
彦
根
市
弓
道
場
〈
参

加
費
〉無
料
〈
対
象
〉自
由
に
参
加

で
き
ま
す
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
小
学
４
年
生
以
下
の
人
は

成
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
〈
申
込

方
法
〉当
日
受
付
　
※
歴
史
探
訪
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
サ
ッ
カ
ー
体
験

講
座
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
　
※
申
込
用
紙
は

教
育
委
員

会
事
務
局
、
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
１
階
受
付
、
支
所
・
各
出
張

所
、
各
地
区
公
民
館
に
あ
る
ほ

か
、

教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

〈
申
込
期
間
〉９
月
15
日
㈬
〜
10
月
６

日
㈬〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
☎
◯　22　
８

市職員を募集します

区分・人員　身体障害者一般事務　１人
受験資格　次のすべての条件を満たす人
⑴昭和49年4月2日から同62年4月1日ま
でに生まれた人
⑵身体障害者手帳の交付を受けている人
⑶自力で通勤ができ、かつ、介護者なし
に職務の遂行が可能な人
⑷活字印刷文による採用試験の出題に対
応できる人
受付期間 10月４日㈪～同15日㈮（土・
日曜と祝日は除く）の8：３０～17：
15 ※郵送の場合は10月15日㈮の消
印有効
試験日 10月31日㈰
問い合わせ先 人事課☎22－1411内
線455、ＦＡＸ22－1398

第８回　ブラジルめぐり　その１

◆秋と言えば春
Outono
オウトーノ

chegando
チェガンド

em
エム

Hikone
ヒコネ

.

Primevera
プリメヴェーラ

chegando
チェガンド

no
ノ

Brasil
ブラジル

.

（彦根の秋の訪れは、ブラジルでは春の始まり）
彦根に秋の風が吹くころになると、私には色とりどりの
花がいっせいに咲き誇る、母国の春の風景が目に浮かびま
す。一面に広がる菜の花畑、濃い黄色やピンクの花々が咲
きそろう様子は、日本の春とは一味違った美しさです。
ブラジルには、四季を問わずたくさんの美しい場所があ
ります。また、様々な大自然や、歴史を感じさせる古い町
などもあって、世界中から多くの人々が観光に訪れます。
魅力にあふれるブラジル全土を５つの地域に分け、今回か
ら２回に分けて紹介します。

◆アマゾンの大自然　…北部７州（■の部分）
北部７州は、「世界の肺」と言われるアマゾン川流域一
帯に位置し、ブラジルでもっとも自然の姿が残っている地
域です。アマゾナス州とパラ州が主な州で、アマゾナス州

の州都マナウスがその
中心都市になっていま
す。赤道の近くにあり、
高温多湿で、雨期には
毎日のように雨が降り
ます。
日本人が移住し、こ
しょうなどの栽培で成

功したことで有名なトメアスは、パラ州にあります。
アセロラの産地としても知られ、19世紀にはゴムの産
地としても世界的に有名でした。ほかにも、日本ではブラ
ジルナッツとして好まれているカスタニャ・ド・パラや、
炭酸飲料の原料となるガラナも有名です。
アマゾンの熱帯雨林には、珍しい動植物がたくさん生息
しています。また、この地域には、ブラジルで一番高い山、
ピコ・ダ・ネブリナ（3,014m）もあります。
名物は、Pato

パト

a
ア

o
オ

tucupi
トゥクピ

。ブラジルの有名な芋、タピオ
カの毒の成分を使ったアヒル料理です。もちろん、毒は煮
込んで無害にしてあって、日系人にも人気の料理です。

◆アカラジェを食べながら　
…北東部９州（■の部分）

北東部９州は、アマゾンとは対照的に雨に恵まれない地
域で、砂漠になっているところもあるほどです。ブラジル
のなかでも最も
貧富の差が激し
く、これを理由
にほかの地域に
移住する人もい
ます。
かつての首都
で現在も北東部
の中心都市サル
バドールは、ポ
ルトガル人がブラジルを発見した最初の土地で、植民地時
代の歴史を物語る美しいまちなみが広がっています。また、
同じく中心都市のレシーフェのビーチには、世界中からた
くさんの人がヴァカンスに訪れます。
ココナツ、赤唐辛子、アゼイテ・デ・デンデ（植物油）
などを使う料理が有名です。街角で、アカラジェ（豆を煮
てミキサーにかけたあと、天ぷらのように揚げた食べ物）
をバイアナ（もとはバイア州の女性の意。民族衣装と白い
ターバンを身につけた観光客相手の露天商）から買って食
べながら、いっしょに写真を撮るのも、旅の魅力の一つに
なっています。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

藤ふ
じ

村む
ら

小こ

春は
る

さ
ん

︵
明
治
34
年
４
月
10
日
生
ま
れ

１
０
３
歳
︶

熊く
ま

谷が
い

藤ふ
じ

雄お

さ
ん

︵
明
治
32
年
10
月
15
日
生
ま
れ

１
０
４
歳
︶

今年の敬老の日は、９月20日。

長年にわたり社会に尽くしてきた

高齢者の皆さんに感謝し、

長寿を祝う日です。

この日にちなみ、

市内の最高齢者（男女）を

紹介します。

ご長寿　おめでとうございます

▲レシーフェの美しいビーチ



第
57
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会

一
般
の
部
で
彦
根
市
が
準
優
勝

８
月
上
旬
に
湖
南
地
域
の
各
会
場

で
第
57
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
の
郡
市
対
抗
総
合
成
績

で
、
彦
根
市
は
、
公
開
競
技
を
含
め
、

優
勝
４
種
目
、
２
位
６
種
目
、
３
位

が
３
種
目
で
合
計
72
点
を
獲
得
し
、

３
年
連
続
の
準
優
勝
と
い
う
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
種
目
は
、
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
弓
道
、
な

ぎ
な
た
の
各
種
目
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

保
健
体
育
課
☎
◯　22　
８
８
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

対
象
施
設

▼
シ
ー
マ
ッ
ク
ス
彦
根

（
後
三
条
町
）
▼
ペ
ア
ー
レ
彦
根

（
開
出
今
町
）

※
ペ
ア
ー
レ
彦
根
に
つ
い
て
は
ス
ポ

ー
ツ
講
座
の
利
用
に
限
り
ま
す

※
対
象
施
設
は
９
月
１
日
現
在
の
も

の
で
、
今
後
拡
大
し
て
い
く
予

定
で
す

助
成
申
請
の
方
法

施
設
利
用
料

（
受
講
料)

の
領
収
書
、
印
鑑
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
と
、
助
成
金

の
振
込
先
の
金
融
機
関
口
座
の
分

か
る
も
の
を
持
っ
て

介
護
福

祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
領
収
書
が
な
い
場
合
は
施
設
で
支

払
い
の
証
明
と
な
る
も
の
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い

お
問
い
合
せ
先

介
護
福
祉
課

☎
◯　 23　
９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１

７
６
８
番
ま
で

7 広報ひこね　平成16年９月15日 6広報ひこね　平成16年９月15日

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
利
用
料
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
が
、
年
齢
に
応
じ
た
適
切

な
運
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
や
介
護

の
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、
高
齢
者
が
市
内
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
と
き

に
、利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
彦
根
市
の
介

護
保
険
被
保
険
者
で
、
介
護
保

険
料
の
滞
納
が
な
い
人
（
要
介

護
認
定
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

助
成
金
額

施
設
の
利
用
料
の
２
分

の
１
の
額
（
助
成
限
度
額
＝
同

一
の
年
度
内
に
お
い
て
１
人
３
、

０
０
０
円
）

彦
根
市
内
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て

は
、「
彦
根
市
路
線
バ
ス
検
討
委
員

会
」
が
、
３
年
に
一
度
、
見
直
し
を

し
て
い
ま
す
。
３
月
30
日
に
は
同
委

員
会
か
ら
市
長
に
、「
彦
根
市
に
お

け
る
路
線
バ
ス
に
関
す
る
提
言
」
が

さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
も
と
に
、
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
10
月
１
日
か
ら
市
内
の
バ
ス

路
線
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

今
回
の
変
更
に
よ
り
彦
根
市
域
を
運

行
す
る
バ
ス
路
線
は
15
路
線
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
路
線
図
と
時
刻
表

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
「
広
報
ひ
こ

ね
」
と
同
時
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

〈
新
規
路
線
〉

▼
旭
森
市
立
病
院
線
を
新
規
路
線
と

し
て
運
行
し
ま
す

彦
根
駅
⇩
京
町
⇩
名
神
彦
根
口

⇩
原
八
幡
神
社
⇩
地
蔵
⇩
旭
森

小
⇩
岡
町
⇩
南
彦
根
駅
東
口
⇩

岡
町
会
館
前
⇩
子
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
⇩
平
田
幼
稚
園
⇩

戸
賀
団
地
北
⇩
福
祉
セ
ン
タ
ー

⇩
松
田
団
地
⇩
開
出
今
団
地
⇩

市
立
病
院

〈
変
更
路
線
〉

▼
稲
枝
市
立
病
院
線
の
運
行
経
路
を

変
更
し
、
稲
枝
駅
と
市
立
病
院

を
、
よ
り
短
時
間
で
結
び
ま
す

稲
枝
駅
⇩
聖
泉
大
学
前
⇩
楡
町

北
⇩
亀
山
小
学
校
前
⇩
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
彦
根
前
⇩
日
夏
中
央
⇩

城
陽
幼
稚
園
前
⇩
南
地
区
公
民

館
前
⇩
老
人
ホ
ー
ム
前
⇩
市
立

病
院

▼
稲
枝
市
立
病
院
線
の
経
路
変
更
に

と
も
な
い
、
バ
ス
路
線
か
ら
外

れ
る
、
河
瀬
駅
東
口
ー
市
立
病

院
の
区
間
を
、
河
瀬
市
立
病
院

線
と
し
て
運
行
し
ま
す

河
瀬
駅
東
口
⇩
葛
籠
町
⇩
広
野

会
館
⇩
南
彦
根
駅
東
口
⇩
市
立

病
院

▼
県
立
大
学
線
は
、
彦
根
駅
発
着
分

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線

と
し
て
経
路
を
変
更
し
て
運
行

し
ま
す
。

▼
河
瀬
線
、
稲
枝
循
環
線
、
蚊
野
線

は
運
行
本
数
を
減
便
し
ま
す

〈
廃
止
路
線
〉

▼
彦
根
米
原
線
を
廃
止
し
ま
す

た
だ
し
、
彦
根
港
⇩
彦
根
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
の
区
間
は
、
城
北

循
環
線
の
運
行
経
路
を
延
長
し

て
運
行
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
３
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

情報
掲示板

毎
週
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
窓
口
業
務

彦
根
市
で
は
、
仕
事
な
ど
の
た
め

に
昼
間
に
窓
口
へ
来
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
市
民
課
と
保
険

年
金
課
の
窓
口
業
務
を
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

業
務
時
間
を
延
長
す
る
日
・
時
間

毎
週
木
曜
日
　
午
後
７
時
ま
で

（
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）

取
り
扱
う
業
務
の
内
容

〈
市
民
課
〉

▼
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
各
種
証
明

書
の
発
行
（
広
域
交
付
・
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
公
的
個
人

認
証
業
務
を
除
く
）

▼
転
出
届
や
転
居
届
け
な
ど
住
民
異

動
に
関
す
る
受
付
（
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
業
務
を
除
く
）

▼
印
鑑
登
録
の
受
付
と
印
鑑
登
録
証

明
書
の
発
行

〈
保
険
年
金
課
〉

▼
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
福

祉
医
療
、
児
童
手
当
に
関
す
る

業
務

対
象
と
な
る
窓
口

▼
市
民
課
窓
口
（
市
役
所
１
階
④
番
窓

口
）

▼
保
険
年
金
課
窓
口
（
同
⑤
番
窓
口
）

※
午
後
６
時
以
降
は
西
側
（

湖
東

合
同
庁
舎
側
）
出
入
り
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

☆
受
付
窓
口
は
、
特
に
月
・
金
曜
日

が
混
雑
し
、
お
待
ち
い
た
だ
く

時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
ほ
か
の
曜
日
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

☆
支
所
・
各
出
張
所
で
は
業
務
延
長

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
通
常
業

務
時
間
に
お
い
て
、
住
民
登
録
、

戸
籍
や
印
鑑
登
録
に
関
す
る
各
業

務
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
業
務
、
公

的
個
人
認
証
業
務
を
除
く
。）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
内
線
１
２
１
番
、

保
険
年
金
課
☎
同
内
線
１
３
６
番

ど
ん
な
人
で
も
が
ん
に
な
っ
た

ら
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
中
に
は

が
ん
に
な
っ
た
ら
「
も
う
お
し
ま

い
だ
。」
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
実
は
必

ず
し
も
そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
が
ん
に
な
っ
た
ら
、

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
治
療
に
は
、
多
く
の
場

合
、
手
術
や
抗
が
ん
剤
、
放
射
線

治
療
な
ど
の
方
法
が
使
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
が
ん
の
治

療
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
健

康
食
品
（
ア
ガ
リ
ク
ス
や
メ
シ
マ

コ
ブ
な
ど
）
を
利
用
す
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
一
般

的
な
治
療
と
併
用
す
る
の
が
原
則

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
が
ん
を
治

そ
う
と
す
る
の
は
危
険
で
す
。

が
ん
は
、
私
た
ち
に
何
ら
か
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
の
偏

り
や
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
、
が
ん
の
発
症

に
は
関
与
し
て
い
ま
す
。
が
ん
の
発

症
は
、
こ
う
い
っ
た
間
違
っ
た
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
も
し
が
ん
に
な
っ
た

ら
、
洋
食
か
ら
和
食
中
心
の
食
生
活

に
変
え
て
み
た
り
、
自
然
と
の
触
れ

合
い
を
多
く
し
た
り
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
庭
で
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
解

決
の
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

や
話
し
合
い
の
時
間
を
持
つ
こ
と
も

大
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は

す
べ
て
、
が
ん
の
再
発
予
防
に
役
立

つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
も
し
不
幸
に
し
て
、

が
ん
が
再
発
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
中
に
は
、
積
極
的
な
治
療
が
で

き
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
と
き
に
は
、
積
極
的

な
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
も
一
つ
の

方
法
で
す
が
、治
療
に
し
が
み
つ
き
、

苦
し
い
思
い
を
す
る
よ
り
も
、
場
合

に
よ
っ
て
は
残
さ
れ
た
人
生
を
あ
ま

り
苦
痛
な
く
、
有
意
義
に
過
ご
す
た

め
に
、
緩
和
ケ
ア
科
を
受
診
す
る
こ

と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

緩
和
ケ
ア
科
は
、
痛
み
を
始
め
と

す
る
、
が
ん
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
苦

痛
症
状
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
診
療
科
で
す
。
ま
た
、
身
体
的

な
症
状
だ
け
で
な
く
、
不
安
や
落
ち

込
み
と
い
っ
た
精
神
的
な
症
状
に
対

し
て
も
積
極
的
な
対
応
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
ま
た
新

た
な
方
向
性
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
が

希
望
の
灯
火
と
な
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。が
ん
の
告
知
を
受
け
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

と
き
、
お
悩
み
の
と
き
に
は
ぜ
ひ
一

度
緩
和
ケ
ア
科
を
受
診
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

情
報

掲
示
板

ウィズフェスティバル
２００４

彦根市男女共同参画センターウィ
ズは開設１周年を迎えました。これ
を記念して、センターの登録団体で
組織するウィズネットワークが主体
となり、それぞれの団体の活動発表
を行います。
日時
１０月２日㈯　13：00～21：00

３日㈰ 10：00～15：00
場所　
男女共同参画センターウィズ

（福祉保健センター向かい）
内容
記念講演（「これからのパートナー

シップ～女はもっと経済力を、男は
もっと生活力を～」講師　吉田清彦
さん） ワークショップ 作品展
示 ふれあい広場 食べ物コーナー
など
参加料　無料
※食べ物コーナーなど一部では料金
をいただきます
問い合わせ先 男女共同参画セン
ターウィズ☎・ＦＡＸ２４ー３５
２９
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健康管理だより

田た

中な
か

理り

彩さ

ち
ゃ
ん

︵
原
町
︶

千せ
ん

田だ

翔
し
ょ
う

真ま

ち
ゃ
ん

︵
中
藪
一
丁
目
︶

塩し
お

優す
ぐ

李り

ち
ゃ
ん

︵
平
田
町
︶

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

10月前半

１日㈮

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

12日㈫

13日㈬

14日㈭

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、安清、芹、外、
野田山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今、本町一丁目、本町
二丁目、本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、
芹橋二丁目（河原二丁目の一部を含む）、三津屋
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、野田山、正
法寺、地蔵、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目の一部を含む）、
西今、三津屋
山之脇、芹川、幸、戸賀、小泉、西今、宇尾、野瀬、開出今、三
津屋
幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、大藪、馬場一丁目、
馬場二丁目、長曽根、西今、開出今、須越、三津
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、宇尾、開出今、須越、
海瀬
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・第３部）、中
藪一丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、宇尾、甘呂、八坂
後三条（下）、立花、金亀、尾末、平田（大沢を除く）、宇尾、竹
ケ鼻、甘呂、八坂、開出今団地（第３部）、八坂北
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、平田（大沢を除く）、
亀山地区、稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）
佐和、立花、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、
後三条（上）、橋向、平田（大沢を除く）、亀山地区、出路、田原、
稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【10月前半】

図書館休館日 ４日(月)、１１日(月・祝)
５日(水・祝)、10日(月)

５日㈫

６日㈬

１日㈮

７日㈭

８日㈮

12日㈫

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 J A 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈬
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１4日㈭
農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００

10月前半
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あなたの好きな彦根の表情を表紙を通
じて紹介してください。写真をお持ちで
ない場合は、 情報政策課広報係で撮影
します。☎22-1411（内線431）へ気軽
に連絡してください。

自宅の前の北川さん

表
紙
の
こ
と
ば

北

川

　

孝
さ
ん
︵
松
原
町
︶

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
近
江
ふ
る
さ
と

園
の
前
に
は
、
琵
琶
湖
湖
岸
に
沿
っ
て
松

並
木
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
松
並
木
が

彦
根
八
景
の
ひ
と
つ
、「
多
景
島
遥
か

石
寺
松
並
木
」
で
す
。

こ
こ
で
は
、
白
い
砂
浜
と
青
々
と
水
を

た
た
え
た
琵
琶
湖
、
そ
し
て
そ
び
え
立
つ

松
の
木
々
の
間
に
多
景
島
が
見
え
る
と
い

う
、
と
て
も
美
し
い
風
景
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

以
前
は
こ
の
並
木
沿
い
に
も
た
く
さ
ん

の
車
が
通
り
ま
し
た
が
、
荒
神
山
側
に
新

し
い
湖
周
道
路
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
は
、

交
通
量
も
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
景
色

を
見
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
代

わ
り
に
の
ん
び
り
と
歩
き
な
が
ら
、
落
ち

着
い
て
、
景
色
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
美
し
い
彦
根
の
景
色

を
写
真
に
撮
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

発行：彦根市　　　〒522-8501  滋賀県彦根市元町4番2号 ☎0749-22-1411㈹ FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　●1日・15日発行　 彦根市ホームページ http://www.city.hikone.shiga.jp/

高齢者の交通事故防止
彦根市内では、今年の１～６月の
間に、428件の交通事故が発生しま
した。10時間に１件の割合で交通事
故が発生していることになります。
65歳以上の高齢者では、昨年より、
交通事故の発生件数・負傷者数が増
加しています。
年をとるにつれて、視力などの身
体機能は低下します。無理をせず、
自分に合った行動を心がけましょ
う。自動車には、高齢者マークを貼
り付け、速度を守り前方をよく見て、
安全運転に努めましょう。

夕暮れ時と
夜間の交通事故防止
夕暮れや夜間の交通事故件数が増
加しています。自動車の下向きのラ
イトでは、歩行者や自転車は30ⅿ
以内まで近づかないと発見できませ
ん。夜間に徒歩や自転車で外出する

ときは、明るい色の
服装をして、反射材
を使うなど、目立つ
ようにしましょう。
また、自動車を運転する人は、対向
車や前走車がないときは、上向きラ
イトで走行し、歩行者や自転車の早
期発見に努めましょう。

シートベルト、チャイルド
シートの正しい着用の徹底
自動車に乗ったらまずシートベル
ト。助手席同乗者だけでなく、後部
座席同乗者にも着用してもらいまし
ょう。また幼児や児童を乗車させる
場合は、体格に合ったチャイルドシ
ートを着用させましょう。

歩行者・自転車利用者の
交通事故防止
自動車を運転する人は、歩行者や
自転車を見かけたら、徐行するなど
安全と思いやりのある運転を心がけ
ましょう。
歩行者や自転車利用者は、左右の
安全を確認し、信号を守り、横断歩
道や自転車横断帯を渡りましょう。

問い合わせ先 生活環境課☎22-
1411内線134、ＦＡＸ27-0395

秋の全国交通安全運動
９月21日〜９月30日

〈全市民対象〉
１人でも多くの市民の皆さんの参加をお願いし
ます。
開催日 ９月19日㈰ 14：00～16：00
場　所 ひこね市文化プラザ　エコーホール

（野瀬町）

〈城北学区対象〉
開催日 10月６日㈬ 19：00～20：30
場　所 北老人福祉センター・ハピネスひこね

（馬場一丁目）

問い合わせ先 企画課☎22-114１内線414、
ＦＡＸ☎22-1398


